
 
 

2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要 

事業名： 「あかし支え合い循環型社会」構築事業 提案者名： 兵庫県明石市 

取組内容の概要 ： ０歳児・高齢者への紙おむつの宅配やリサイクルを通じて、子育てや介護を社会で支えるとともに、豊かな海の保全につながるプラス

チックごみの削減や、中小事業者の持続可能な経営環境の整備に統合的に取り組むことにより、誰もが自分らしく暮らし、社会の一

員として支え合い活躍できる、循環型の社会を実現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●人材不足・後継者不足への対応 

・ 女性・高齢者の復職支援（介護職資格取得助成など） 

・ 事業承継ネットワーク（市内金融機関、 

商工会議所、士業団体など 12 団体） 

●商店街の活性化（魚の棚商店街など） 

・ ＳＤＧｓインクルーシブ商店街補助制度 

●ＳＤＧｓ推進事業者等の登録・認証制度の創設 

・ 子育て応援・高齢者応援企業からの発展 

 

課題： 中小事業者の活動低迷 

課題： ごみ、海洋プラスチックの増加 

環境 

●こども・子育て家庭の支援 

・ 母親の産後ケアの拡充 

・ こども食堂の全小学校区実施 

（フードドライブ等の活用） 

・ 中学校給食の完全無償化 ※中核市初 

●地域での支え合いの促進 

・ 地域総合支援センターを拠点とした 

住民同士の支え合い（高齢者サロン等） 

・ みんなの居場所づくり（みんな食堂・農園等） 

環境面の相乗効果① 

水産資源の維持 

経済面の相乗効果② 

環境意識向上による 
事業系ごみの削減 

環境面の相乗効果② 

市民の地域活動の 
拡大 

社会面の相乗効果② 

リサイクルによる 
家庭系ごみの削減 

経済面の相乗効果① 

女性・高齢者の 
社会参加の拡大 

 
社会面の相乗効果① 

消費拡大につながる 
子育て世代の転入増 

社会 経済 

 

人にも、環境にも、地域経済にもやさしい 

～おむつの宅配＆リサイクル事業～ 

●プラスチックごみの対策 

・ 官民連携によるマイボトルの普及、ウォータースタンドの設置 

・ スーパー等と連携したレジ袋などの使用削減 

●漂流・漂着ごみの対策 

・ 漁業者等と連携した回収・処分 

・ 市民と連携した海岸清掃活動の充実 

× ×    

課題： 社会的孤立の増加 

別紙② 


